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３
月
１
日
、
北
海
道
森
林

管
理
局
に
お
い
て
平
成
30

年

度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。 

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
前
年
度
に
発
注
し

た
工
事
を
対
象
と
し
て
構
造

物
の
仕
上
が
り
状
況
、
施
工

管
理
、
安
全
管
理
、
自
然
環

境
へ
の
配
慮
等
を
総
合
的
に

評
価
し
、
優
れ
た
工
事
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
施
工
技
術

の
向
上
に
つ
い
て
関
係
者
の

意
欲
高
揚
を
図
る
た
め
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
に
つ
い
て
は
治
山

工
事
91

件
、
林
道
工
事
56

件

の
中
か
ら
農
林
水
産
大
臣
賞

１
件
、
林
野
庁
長
官
賞
９
件
、

北
海
道
森
林
管
理
局
長
賞
1０

件
の
工
事
に
つ
い
て
伝
達
及

び
表
彰
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
農
林
水
産
大
臣
賞

及
び
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
た
担
当
者
の
中
か
ら
、
特

に
優
秀
な
主
任(
監
理)

技
術

者
へ
北
海
道
森
林
管
理
局
長

賞
を
授
与
し
ま
し
た
。 

受
賞
し
た
各
工
事
は
、
現

地
に
応
じ
た
工
種
等
の
工
夫
、

仕
上
が
り
の
良
さ
な
ど
品
質

確
保
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮

な
ど
に
努
め
た
こ
と
が
高
評

価
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

な
お
、
農
林
水
産
大
臣
賞

及
び
林
野
庁
長
官
賞
表
彰
式

は
２
月
20

日
、
林
野
庁
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

   

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受賞工事 

【農林水産大臣賞】 

【北海道森林管理局長賞】 

髙
堂
建
設 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

髙
堂 

様 

か
ら
の
受
賞
者
挨
拶 

新島局長からの主催者挨拶 

（
治
山
課
・
森
林
整
備
第
二
課
） 

【林野庁長官賞】 

部門 署　名 工　事　名 会社名

林道 十勝東部森林管理署 直志
た だ し

ノ沢林道（林業専用道）３新設工事 株式会社河向組

部門 署　名 工　事　名 会社名

林道 空知森林管理署 咲別林道改良工事 及川産業株式会社

林道 上川南部森林管理署 金
かね

の沢林道災害復旧工事 国昭建設株式会社

林道 西紋別支署 上
う え

古丹
こ た ん

３号沢支線林道（林業専用道）新設工事 大原建設株式会社

林道 渡島森林管理署 種川下ハカイ線林道外改良工事 株式会社伊関組

治山 日高北部森林管理署 オタリマップ二の沢災害関連緊急工事 丸彦渡辺建設株式会社

治山 上川南部森林管理署 串内
く し ない

地区本流(上流)災害関連緊急事業 新谷建設株式会社

治山 西紋別支署 紋別海岸施設災害復旧工事その２ 株式会社菊地組

治山 十勝東部森林管理署 205林班災害関連緊急工事 徳井建設工業株式会社

治山 渡島森林管理署 駒ヶ岳（尻
し り

無
な し

Bの沢）地域防災対策総合治山事業 株式会社高橋組

部門 署　名 工　事　名 会社名

林道 日高北部森林管理署 アベツ林道パンケセタナイ線外災害復旧工事 株式会社五十嵐工業

林道 上川中部森林管理署 老根内
ろ う ね な い

山
やま

林道（林業専用道）新設工事 株式会社騎西組

林道 網走中部森林管理署 忠
ちゅう

福
　ふく

林道（忠福）２災害復旧工事 鐘ヶ江建設株式会社

林道 十勝西部森林管理署 ポン３の沢林道（林業専用道）新設工事 株式会社ホリタ

林道 檜山森林管理署 ﾄﾝｶﾞﾘﾁﾘﾁﾘ線林道尾
お

刺
さ し

支線（林業専用道）新設工事 株式会社杉沢組

治山 日高南部森林管理署 帯
おび

牛
う し

沢災害関連緊急事業 株式会社中島組

治山 宗谷森林管理署 深
ふか

内
ない

沢災害関連緊急工事 株式会社飯島組

治山 網走南部森林管理署 峰
みね

浜
はま

地区治山工事 野村興業株式会社

治山 十勝西部森林管理署 カジヤの沢（１１４４林班）治山工事 髙堂建設株式会社

治山 檜山森林管理署 奥尻島（本町地区）治山工事 渡辺建設株式会社

河
野
森
林
整
備
部
長
か
ら
の 

審
査
委
員
長
審
査
報
告 

高
い
技
術
力
に
よ
り
、
安
全
に
か
つ
優
良
な
工
事
を 

施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、 

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す 
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【
工
事
名
】 

帯
牛
沢
災
害
関
連
緊
急
事
業 

【
テ
ー
マ
】
環
境
配
慮 

【
工
事
概
要
】 

工
事
箇
所
の
上
流
に
は
、

倒
木
を
含
む
不
安
定
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

今
後
の
降
雨
に
よ
り
崩
壊
地

の
拡
大
及
び
下
流
へ
不
安
定

土
砂
が
流
出
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
下
流
域
へ
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
施
工
し
た

工
事
で
す
。 

間
伐
材
を
利
用
し
た
残
存

型
枠
を
使
用
し
、
木
材
利
用 

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

万
一
の
燃
料
漏
れ
に
備
え
た

防
油
キ
ッ
ト
の
配
備
、
生
コ

ン
車
の
清
掃
場
所
の
設
置
と

い
っ
た
自
然
環
境
へ
の
配
慮

も
し
て
お
り
、
出
来
形
、
品

質
と
も
に
良
好
に
施
工
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
が
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。 

【
工
事
名
】 

ト
ン
ガ
リ
チ
リ
チ
リ
線
林
道

尾
刺
支
線
（
林
業
専
用
道
）

新
設
工
事 

【
テ
ー
マ
】
技
術
提
案 

【
工
事
概
要
】 

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
付
バ
ッ

ク
ホ
ウ
を
用
い
て
後
方
視
界

を
確
保
す
る
こ
と
で
誘
導
員

の
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。 

更
に
、
施
工
箇
所
が
道
道
か

ら
分
岐
し
た
町
道
を
経
由
し

て
い
る
と
と
も
に
、
見
通
し
の

悪
い
箇
所
が
多
い
こ
と
か
ら
、

道
路
脇
の
除
草
及
び
工
事
用

標
識
の
設
置
に
よ
り
、
安
全
確

保
及
び
注
意
喚
起
を
行
う
こ

と
で
地
域
貢
献
に
繋
げ
た
こ

と
な
ど
が
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。 

農
林
水
産
大
臣
賞
及
び
林

野
庁
長
官
賞
受
賞
工
事
1０

件

の
う
ち
、
治
山
の
部
で
２
名
、

林
道
の
部
で
２
名
に
お
い
て
、

工
程
管
理
・
品
質
管
理
な
ど

の
各
段
階
で
高
い
技
術
力
と

管
理
能
力
が
発
揮
さ
れ
た
も 

の
と
認
め
授
与
し
ま
し
た
。 

今
後
も
技
術
の
研
鑽
に
努

め
ら
れ
、
品
質
の
高
い
施
工

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
長
賞 

治
山
工
事 

林
道
工
事 

受賞者のみなさん 

人工林にアクセス 

しやすい林業専用道 

コンクリート谷止工

主
任(

監
理)

技
術
者 

【北海道森林管理局長賞 監督職員表彰】 

【北海道森林管理局長賞 主任（監理）技術者表彰】 

部門 署　名 工　事　名 受賞者

林道 十勝東部森林管理署 直志
た だ し

ノ沢林道（林業専用道）３新設工事 株式会社河向組   金井  猛

林道 空知森林管理署 咲別林道改良工事 及川産業株式会社  浅田　雅義

治山 上川南部森林管理署 串内
くし ない

地区本流(上流)災害関連緊急事業 新谷建設株式会社  本庄　弘明

治山 渡島森林管理署 駒ヶ岳（尻
し り

無
な し

Bの沢）地域防災対策総合治山事業 株式会社高橋組  井理　和之

部門 署　名 工　事　名 受賞者

林道 空知森林管理署 咲別林道改良工事 農林水産技官　　 　青砥　一貴

林道 上川南部森林管理署 金
かね

の沢林道災害復旧工事 農林水産技官　　 　小池　和春

林道 西紋別支署 上
う え

古丹
こ た ん

３号沢支線林道（林業専用道）新設工事 農林水産技官 　　　平鍋　智史

林道 十勝東部森林管理署 直志
た だ し

ノ沢林道（林業専用道）３新設工事 農林水産技官　 　　朝長　正雄

林道 渡島森林管理署 種川下ハカイ線林道外改良工事 農林水産技官　 　　馬渡　郁弥

治山 日高北部森林管理署 オタリマップ二の沢災害関連緊急工事 農林水産技官　 　　井田　智弘

治山 上川南部森林管理署 串内
くし ない

地区本流(上流)災害関連緊急事業 農林水産技官　 　　大井　諭史

治山 西紋別支署 紋別海岸施設災害復旧工事その２ 農林水産技官　 　　君野  雄規

治山 十勝東部森林管理署 205林班災害関連緊急工事 農林水産技官　　 　鶴見　仁

治山 渡島森林管理署 駒ヶ岳（尻
し り

無
な し

Bの沢）地域防災対策総合治山事業 農林水産技官　 　　窪田　泰尚

主
な
受
賞
工
事
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２
月
27
日
、
北
海
道
森
林 

管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
国
有
林
間
伐
推

進
コ
ン
ク
ー
ル
で
林
野
庁
長

官
賞
（
優
秀
賞
）
に
選
ば
れ

た
「
大
澤
木
材
株
式
会
社
」

へ
の
長
官
表
彰
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有

林
野
事
業
に
お
け
る
間
伐
等

の
発
注
事
業
や
立
木
販
売
に

お
い
て
、
優
れ
た
品
質
の
森

林
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

高
い
生
産
性
、
作
業
シ
ス
テ

ム
の
特
徴
や
成
果
等
の
取
組

を
競
い
、
優
秀
な
事
例
を
公

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
効

率
か
つ
低
コ
ス
ト
な
間
伐
等 

に
つ
い
て
民
有
林
を
含
め
た

普
及
、
定
着
及
び
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

 

な
お
、
今
年
度
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
は
、
林
野
庁
で
の
審

査
の
結
果
、
全
国
で
最
優
秀

賞
１
事
例
、
優
秀
賞
３
事
例

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
７
台
の
高
性

能
林
業
機
械
、
７
名
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
編
成
で
行
わ
れ

て
い
た
伐
採
搬
出
作
業
を
２

種
類
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
ロ
ー

ダ
ー
付
き
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
２

台
と
２
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
C

T

L
シ
ス
テ
ム
（
※
）
で
高
い

生
産
性
を
可
能
と
し
ま
し
た
。 

実
施
に
際
し
、
フ
ォ
ワ
ー

ダ
は
列
状
間
伐
時
の
伐
採
列

を
走
行
路
と
し
て
活
用
、
搭

載
さ
れ
た
ロ
ー
ダ
ー
で
自
ら

積
込
み
～
積
卸
し
～
椪
積
を

実
施
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
材
の

２
度
掴
み
を
回
避
す
る
な
ど

作
業
の
無
駄
を
排
除
し
伐
倒

～
木
寄
せ
～
造
材
を
実
施
、

グ
ラ
ッ
プ
ル
の
待
機
時
間
、

燃
料
経
費
な
ど
コ
ス
ト
縮
減

に
成
功
し
、
１
人
当
た
り
13
． 

２
立
方
メ
ー
ト
ル
の
生
産
性

を
可
能
に
し
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
取
組
に
あ
た
り
、

環
境
保
全
の
た
め
の
簡
易
な

汚
泥
防
止
柵
工
の
設
置
、
人

材
育
成
の
た
め
に
積
極
的
に

若
手
が
高
性
能
林
業
機
械
へ

乗
る
機
会
を
増
や
す
、
安
全

対
策
の
た
め
に
小
班
毎
に
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
熱
心
な
取
り
組

み
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
最
優
秀
賞
を
含
む

表
彰
全
体
の
概
要
は
林
野
庁

Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

（
資
源
活
用
第
二
課
）

フォワーダ（手前）と

ハーベスタ（奥）による作業

優
秀
賞
を
受
賞
し
た 

「
大
澤
木
材
株
式
会
社
」
の
事
例

路網作設

•既設＋林内走行

伐倒･木寄･造材

•ハーベスタ

集材・運搬・巻立

•フォワーダ
（ローダ付）

路網作設

•既設路

伐倒･木寄

•チェーンソー

•ハーベスタ

•グラップル

造材

•ハーベスタ

集材･運搬

•フォワーダ

•グラップル

巻立

•グラップル

従来方式 （７人１セット ５．８（ｍ³／人日）の生産性 ）

現行方式 （２人１セット １３．２（ｍ³／人日）の生産性 ）

○従来方式と現行方式の作業システムの違い

大澤木材株式会社(左)と 

森林管理局長 

分
収
造
林
感
謝
状
の
贈
呈 

２
月

日
「
平
成

年
度 

分
収
造
林
契
約
感
謝
状
」
の

贈
呈
式
を
北
海
道
森
林
管
理

局
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。 分

収
造
林
制
度
は
、
会
社

や
団
体
等
の
契
約
者
が
契
約

に
基
づ
き
、
国
有
林
野
に
木

を
植
え
、
一
定
期
間
育
て
、

成
林
後
、
分
収
木
を
販
売
し
、

そ
の
収
益
を
契
約
者
と
国
と

で
、
契
約
に
定
め
た
割
合
で

分
収
す
る
制
度
で
す
。 

平
成
30

年
度
に
分
収
造
林

契
約
を
ご
締
結
い
た
だ
い
た 

江
本
木
材
産
業(

株)

、
大
澤
木

材(

株)

、(

株)

幸
稜
、
佐
藤
木
材

工
業(

株)

に
対
し
、
国
民
参
加

の
森
林
づ
く
り
と
し
て
、
国
有

林
の
森
林
整
備
の
推
進
に
ご
賛

同
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、

北
海
道
森
林
管
理
局
長
よ
り
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

 

（
森
林
整
備
第
一
課
） 

右から江本木材産業(株) 江本博幸様、

大澤木材㈱ 大澤友厚様、森林管理局

長、㈱幸稜 金野眞幸様、佐藤木材工

業(株) 佐藤教誘様 

※CTL システム：CTLとはCut To Length の略で伐採木を一定の長さの丸太に切って集材すること。
一般にハーベスタで切った丸太をフォワーダで集材する林業機械の作業仕組。 

4



１ 

背
景
と
目
的 

日
高
北
部
森
林
管
理
署
は
日

高
山
脈
の
麓
に
位
置
し
て
お
り
、

急
峻
な
地
形
が
多
く
、
農
地
と

林
地
が
隣
接
し
て
い
る
箇
所
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

民
有
林
で
は
路
網
の
整
備
が
し

づ
ら
く
、
従
来
か
ら
切
り
捨
て

間
伐
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
搬
出
間
伐
が
行
わ
れ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
方
、
国
有
林
で
は
列
状
間

伐
を
主
体
に
搬
出
間
伐
を
積
極

的
に
行
っ
て
き
た
た
め
、
豊
富

な
実
績
が
あ
り
ま
す
。 

更
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

て
現
況
把
握
等
に
か
か
る
労
力

の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
民
有
林
で
搬
出
間

伐
を
推
進
し
て
き
た
日
高
振
興

局
森
林
室
平
取
事
務
所
、
沙
流

川
森
林
組
合
及
び
当
署
の
三
者

連
携
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
分
担
し
て
、
特
に
、
搬
出

間
伐
（
列
状
）
実
績
の
少
な
い

日
高
町
日
高
地
区
を
対
象
に
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

２ 

こ
れ
ま
で
の
取
組 

伐
採
予
定
の
民
有
林
人
工
林

に
お
い
て
、
林
分
調
査
を
行
い

「
森
林
の
健
康
診
断
書
」
と
併

せ
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

現
況
調
査
を
実
施
し
、
３
Ｄ
画

像
を
作
成
し
て
所
有
者
へ
施
業

提
案
を
三
者
で
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
国
有
林
で
列
状
間
伐

を
実
施
し
た
人
工
林
及
び
実
行

中
の
箇
所
に
お
い
て
間
伐
勉
強

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
所
有
者
が
抱
い
て
い
た
列

状
間
伐
実
施
へ
の
不
安
を
少
し

で
も
払
拭
す
る
よ
う
取
り
組
み

ま
し
た
。 

今
年
は
、
所
有
者
へ
の
戸
別

訪
問
を
行
い
、
地
域
の
林
業
が

抱
え
て
い
る
課
題
や
背
景
及
び

目
的
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
と

と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
実
施

箇
所
で
の
見
学
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
更
な
る
搬
出
間

伐
の
推
進
を
目
的
に
、
日
高
振

興
局
森
林
室
平
取
事
務
所
職
員

を
講
師
に
民
有
林
勉
強
会
を
開

催
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
充
実
・
強
化

も
図
ら
れ
ま
し
た
。 

３ 

活
動
の
成
果 

 

民
有
林
所
有
者
を
対
象
と

し
た
勉
強
会
や
施
業
提
案
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
搬
出
間
伐

（
搬
出
）
へ
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
平
成
30
年
11
月
に

平
取
町
内
で
間
伐
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
周
辺
の
民
有
林
所
有

者
へ
森
林
室
平
取
事
務
所
が
戸

別
訪
問
を
実
施
し
た
結
果
所
有

者
５
名
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
合
計
約
42
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
集
約
し
て
施
業
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
搬
出
間
伐
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
間
伐
材
の
販
売
収

入
を
得
る
こ
と
で
収
支
が
改
善

し
、
利
益
を
還
元
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

更
に
、
間
伐
材
を
山
に
捨
て

る
の
で
は
な
く
資
材
と
し
て
地

域
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
林
地

未
利
用
材
の
発
生
を
抑
え
る
と

と
も
に
、
地
元
製
材
工
場
へ
の

木
材
の
安
定
供
給
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。 

４ 

今
後
の
展
開 

今
後
も
継
続
し
て
、
民
有
林

所
有
者
の
気
持
ち
を
切
ら
さ
ず

に
搬
出
間
伐
を
実
施
す
る
た
め
、

毎
年
の
実
行
結
果
等
の
内
容
を

分
析
し
、
戸
別
訪
問
等
に
よ
り

周
知
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
単
年
度
の
取
り
組
み

と
な
ら
な
い
よ
う
、
森
林
管
理

署
・
森
林
室
平
取
事
務
所
・
森

林
組
合
と
の
協
力
体
制
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
連
携
を
よ
り

一
層
強
め
て
い
き
ま
す
。 

丸太の仕訳作業 

戸別訪問で森林の状況を説明 

列状間伐実施箇所 
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上
渚
滑
森
林
事
務
所
は
、
北
海

道
の
北
東
部
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿

岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
紋
別

市
に
あ
り
、
紋
別
森
林
事
務
所
と

の
合
同
事
務
所
で
す
。 

私
が
勤
務
す
る
上
渚
滑
森
林

事
務
所
は
、
紋
別
市
か
ら
20
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
内
陸
に
入
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
紋
別
市
上
渚
滑
町
周

辺
の
国
有
林
約
９
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
管
轄
し
て
い
ま
す
。 

紋
別
市
は
夏
は
比
較
的
涼
し

い
日
が
多
く
過
ご
し
や
す
い
で
す

が
、
冬
は
厳
し
い
寒
さ
の
日
が
続

き
ま
す
。 

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
る

２
月
に
は
、
冬
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

を
象
徴
す
る
「
流
氷
」
が
や
っ
て

き
ま
す
。
森
林
事
務
所
は
少
し
小

高
い
場
所
に
あ
る
の
で
、
窓
か
ら

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
冬
の
朝
は
、
海
を
見
る
こ

と
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。
希

に
、
流
氷
と
共
に
渡
っ
て
き
た
「
オ

オ
ワ
シ
」
が
市
街
地
上
空
を
飛
ぶ

姿
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

森
林
官
の
業
務
は
、
多
岐
に
渡

り
ま
す
。
国
有
林
や
林
道
の
パ
ト

ロ
ー
ル
、
民
有
地
と
の
境
界
の
点

検
管
理
、
森
林
を
整
備
す
る
た
め

の
事
業
の
監
督
、
森
林
の
状
態
を

知
る
た
め
の
調
査
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
森
林
の
状
態
を
知

る
た
め
の
調
査
＝
地
況
林
況
調
査

を
紹
介
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
単
純
に
木
の
太
さ
や

本
数
な
ど
を
調
べ
る
だ
け
で
無
く
、

枝
の
枯
れ
具
合
、
地
表
に
生
え
て

い
る
植
生
の
種
類
や
繁
茂
状
況
、

過
去
の
施
業
の
履
歴
な
ど
を
確
認

し
、
こ
れ
か
ら
こ
の
山
に
ど
ん
な

手
入
れ
が
必
要
か
判
断
す
る
た
め

の
指
標
と
な
る
重
要
な
調
査
で
す
。 

時
に
は
、
道
な
き
道
を
長
時
間

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
も
あ

っ
た
り
、
冬
に
は
、
雪
に
ま
み
れ

な
が
ら
ス
キ
ー
で
移
動
す
る
日
も

あ
り
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
。 

山
の
仕
事
と
聞
く
と
、
ア
ナ
ロ

グ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
し

い
技
術
が
徐
々
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

そ
の
１
つ
に
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
無
人
飛

行
機
＝
ド
ロ
ー
ン
）
が
あ
り
ま
す
。 

国
有
林
で
は
、
自
然
災
害
な
ど

に
よ
る
被
災
の
迅
速
な
状
況
把
握

や
各
種
調
査
の
た
め
、
各
署
に
配

備
さ
れ
て
お
り
、
有
効
に
利
用
す

る
た
め
、
私
も
鋭
意
練
習
中
で
す
。 

地
域
の
森
林
を
守
る
た
め
に
は
、

住
民
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
先
輩
た
ち
に
教

わ
っ
た
山
の
知
識
と
新
た
な
技
術

を
活
用
し
な
が
ら
、
自
ら
の
足
で

歩
き
、
そ
の
山
に
あ
っ
た
施
業
を

考
え
実
行
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な

水
を
育
み
、
山
地
災
害
を
防
ぎ
、

多
く
の
動
植
物
が
暮
ら
す
、
様
々

な
魅
力
を
持
っ
た
森
林
づ
く
り
が

出
来
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
尽
力

し
て
い
き
ま
す
。 

西紋別支署 

上渚滑森林事務所 

森林官 浅野 誠一郎 

こ ん に ち は 森 林 官 です! 

所
在
と
管
轄 

森
林
官
の
仕
事 

新
た
な
技
術 

お
わ
り
に 

紋別名物 
「巨大なカニの爪オブジェ」 

地況林況の調査 

配備されているＵＡＶ 

ＵＡＶを用いて撮影した管内の森林 
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森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
北
海
道
全
域
を
活
動

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
地
域

で
求
め
ら
れ
る
林
業
技
術
の

開
発
・
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
回
は
、
各
種
発
表
会
等

に
お
け
る
当
セ
ン
タ
ー
の
技

術
開
発
成
果
の
普
及
・
Ｐ
Ｒ

活
動
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し

ま
す
。 

な
お
、
今
年
度
の
当
セ
ン

タ
ー
の
発
表
内
容
は
い
ず
れ

も
、
人
工
林
伐
採
後
の
カ
ラ

マ
ツ
の
天
然
更
新
に
着
目
し

た
も
の
で
す(

文
末
参
照)

。

技
術
開
発
成
果
発
表
会 

(

10
月
30
日) 

道
内
の
研
究
機
関(

森
林
総

合
研
究
所
北
海
道
支
所
・
同

北
海
道
育
種
場
・
北
海
道
立

総
合
研
究
機
構
森
林
研
究
本

部
林
業
試
験
場
・
同
林
産
試

験
場)

と
連
携
し
て
、
平
成
26

年
度
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
が
主

体
と
な
っ
て
継
続
開
催
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
発
表
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
機
関
の
研
究
成
果
を
森

林
・
林
業
に
係
る
多
く
の

方
々
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 今

年
度
も
、
当
セ
ン
タ
ー

の
発
表
以
外
で
は
、
衛
星
画

像
を
用
い
た
森
林
被
害
の
把

握
、
野
生
生
物
観
測
、
新
し

い
エ
ゾ
マ
ツ
の
育
苗
技
術
、

コ
ン
テ
ナ
専
用
小
型
運
搬
機

の
開
発
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
の
情
報
を
参
加
者
に
お
伝

え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

当
日
、
造
林
・
木
材
生
産

関
係
の
林
業
事
業
体
、
あ
る

い
は
指
導
林
家
、
行
政
機
関

等
多
様
な
皆
様
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
終
了
後
に
記
入
い

た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

じ
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

北
方
森
林
学
会 

(

11
月
15
日) 

道
内
の
森
林
・
林
業
の
研

究
機
関
、
大
学
関
係
者
等
が

日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
す

る
大
会
で
す(

主
催
は
北
方
森

林
学
会)

。 

当
セ
ン
タ
ー
は
ポ
ス
タ
ー

発
表
で
参
加
し
ま
し
た
。
持

ち
時
間
は
、
一
時
間
ほ
ど
の

短
い
間
で
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
方
々
と
意
見
・
情
報
交

換
を
行
い
、
有
意
義
な
時
間

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

国
有
林
野
事
業
業
務 

研
究
発
表
会(

11
月
29
日) 

毎
年
、
林
野
庁
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
各
森
林
管
理
局

か
ら
森
林
の
効
率
的
な
整
備

手
法
、
森
林
環
境
教
育
の
推

進
、
森
林
生
態
系
の
保
全
管

理
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

の
発
表
が
あ
り
ま
す
。
森
林

技
術
・
森
林
ふ
れ
あ
い
・
森

林
保
全
の
３
部
門
に
分
け
ら

れ
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
は

森
林
技
術
部
門
で
発
表
を
行

い
ま
し
た
。 

今
年
度
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

「
日
本
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
会
会
長
賞
」
を
頂
く
こ

と
が
で
き
、
今
後
の
励
み
と

な
り
ま
し
た
。

現
在
、
北
海
道
森
林
管
理

局
全
体
で
、
多
様
な
森
林
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か

ら
森
林
を
見
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
各
種
発
表
会
等
に
お
け
る

情
報
発
信
・
意
見
交
換
は
、

非
常
に
意
味
が
あ
る
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
引
き
続
き
、
積
極

的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

森林技術・支援センター 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/gizyutu_c/news/2018/attach/pdf/1115-1.pdf参考 発表用ポスター 

技術開発成果発表会での発表 

北方森林学会での 
情報発信 

天然更新した 
カラマツの稚樹7
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「
記
念
分
収
造
林
」
の 

公
募
に
つ
い
て 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
天

皇
陛
下
の
御
在
位
三
十
年
及
び

皇
太
子
殿
下
の
御
即
位
に
伴
う

慶
祝
行
事
等
の
一
環
と
し
て
、
国

民
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
国
有
林

野
が
所
在
す
る
地
域
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

公
募
し
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
森
林
管
理

局
H

P
を
ご
覧
下
さ
い
。

も り 

「各地からの便り」

「平成 30 年度森づくり活動発表会」を、2月 26 日（火）に定山

渓中学校において開催しました。 

今回の主な発表は次のとおりです。 

○昨年 4月に憲政記念館（東京都千代田区）で開催されたみどりの

式典において「平成 30 年度緑化推進運動功労者内閣総理大臣表

彰」を受賞した定山渓中学校の森づくり活動

○昨年 4月に「第 30 回森林レクリエーション地域『美しの森づく

り活動コンクール』」において、林野庁長官賞を受賞した野幌森

クラブが、石狩森林管理署との協定に基づき野幌森林公園で実施

している森づくり活動

○札幌南陵高等学校科学部と石狩森林管理署がコラボして行った

無意根山山麓の大蛇ヶ原で 2年間、観察・調査等をしている生物

多様性保全の活動

○石狩地域森林ふれあい推進センターの森づくり活動

その他、中学生による定山渓太鼓の披露やパネルディスカッショ

ンでは活発な意見交換が行われ、見所が満載でした。

平成 30 年度森づくり活動発表会【石狩地域森林ふれあい推進センター】 

朱鞠内小学校で森林環境教育 
【北空知支署】 

遠別小学校 3・4年生の森林教室 
【留萌北部森林管理署】 

小学校で「木の身体測定」 
【西紋別支署】 

2 月 19 日（火）、遠別小学校
の 3年生、翌 20 日(水)は 4年
生を対象に遠別町富士見ヶ丘
公園で森林教室を行いました。 
スノーシューを履いて公園

内を散策しながら、木や動物の
足跡を観察したり、輪尺を使っ
て木を測ったりして、環境や自
然のことを考える楽しいひと
ときを過ごしました。 

2 月 12 日（火）、滝上みどり
の森林（もり）推進協議会が滝
上小学校の 6 年生と濁川小学
校の 3～6 年生の児童を対象
に、木を測ることをテーマに森
林環境教育を行いました。 
木の棒を使って、木の高さを

測り、学校で習った算数をこの
ように実用できることに感心
していました。 

2 月 20 日（水）、朱鞠内小学校
「わんぱくの森」で今年度 4 回
目の森林環境教育を実施しまし
た。 
わんぱくの森から少し離れ、

昔の道具を使って木を擦り合わ
せて火を起こす体験を行いまし
た。最初は苦戦しましたが、古
代に使われた「舞いきり式」と
いう道具で見事に火をおこすこ
とができました。 
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